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　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。
☎ 938-0173  FAX 938-3150

　

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
、
粕
屋
町
に
お
き
ま
し
て

も
自
主
防
災
組
織
を
強
化
す
る
た
め
、

11
月
７
日（
月
）健
康
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
防
災
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

日
本
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
株
式
会
社
災

害
研
究
所
長
の
伊
永
勉
氏
を
講
師
に

迎
え
、『
〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ

〜
災
害
の
し
く
み
と
地
域
防
災
に
つ

い
て
・
自
主
防
災
組
織
の
大
切
さ
』

と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、「
な
ぜ
こ
れ

ほ
ど
ま
で
の
被
害
と
犠
牲
者
が
出
て

し
ま
っ
た
の
か
」「
地
震
直
後
の
避
難

行
動
の
分
析
と
対
策
」な
ど
、
大
き
な

災
害
ほ
ど
自
主
防
災
組
織
が
大
き
な

力
と
な
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
話

さ
れ
、
地
震
発
生
時
の
建
物
の
揺
れ

方
や
室
内
の
様
子
を
動
画
を
使
っ
て

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
各
行
政
区

で
選
出
い
た
だ
い
た
計
約
１
２
０

人
）は
、
熱
心
に
聴
き
入
り
、
メ
モ
を

と
ら
れ
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
、
小
学
校
区

ご
と
に
地
域
防
災
マ
ッ
プ
作
成
に
向

け
た
日
程
を
決
め
、
11
月
11
日
（
金
）

に
粕
屋
西
小
学
校
区
、
14
日（
月
）に

仲
原
小
学
校
区
及
び
粕
屋
中
央
小
学

校
区
、
28
日（
月
）に
大
川
小
学
校
区

防
災
講
演
会
と

災
害
図
上
訓
練
を

開
催

で
災
害
図
上
訓
練
の
手
法
に
よ
る
防

災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

行
政
区
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け
さ

れ
た
テ
ー
ブ
ル
上
で
、
自
分
た
ち
の

住
む
地
域
の
地
図
を
広
げ
、
み
ん
な

で
話
し
合
い
な
が
ら
、
安
全
な
場
所

や
危
険
な
場
所
な
ど
に
色
や
印
を
つ

け
、
出
来
上
が
っ
た
地
図
を
見
な
が

ら
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
防
災
上

の
強
み
と
弱
み
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
と
災
害
図
上
訓
練

に
よ
り
、
地
域
で
の
助
け
合
い
意
識

の
向
上
と
自
主
防
災
組
織
の
大
切
さ

が
、
改
め
て
分
か
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
次

号
以
降
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

△防災講演会の様子

△災害図上訓練の様子

地
域
防
災
強
化
の
た
め
に

地
域
防
災
強
化
の
た
め
に

小
・
中
学
生 

軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

小
・
中
学
生 

軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

み
ん
な
で
楽
し
く

み
ん
な
で
楽
し
く

　

小
・
中
学
生
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
11

月
27
日（
日
）
に
か
す
や
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
１
３
４
人
の
子
ど
も

た
ち
が
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
公
式
わ

な
げ
、
キ
ン
ボ
ー
ル
と
い
う
３
つ
の
種

目
に
分
か
れ
て
競
技
を
し
ま
し
た
。
ど

の
種
目
も
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
く
、
ま

た
真
剣
に
競
技
を
し
て「
よ
っ
し
ゃ

あ
！
」
や「
や
っ
た
ぁ
」
な
ど
と
い
っ
た

元
気
あ
ふ
れ
る
声
が
会
場
に
響
き
わ
た

っ
て
い
ま
し
た
。
次
回
は
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
交
流
の
輪
を
広
げ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

Ａ
パ
ー
ト　

　

・
優
勝　

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
ー
Ａ

　

・
準
優
勝　

粕
屋
ジ
ュ
ニ
ア
サ

　

ッ
カ
ー
Ｈ

　

・
三
位　

あ
ま
お
う

　

Ｂ
パ
ー
ト　

　

・
優
勝　

と
ね
ほ
っ
ぺ

　

・
準
優
勝　

江
辻
Jr
ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
ク
ラ
ブ
Ａ

　

・
三
位　

江
辻
Jr
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
Ｅ

●
公
式
わ
な
げ

　

・
優
勝　

矢
野
淳
也

　

・
準
優
勝　

原
田
康
太
朗

　

・
三
位　

櫻
井
太
陽

●
キ
ン
ボ
ー
ル

　

・
優
勝　

江
辻
Jr
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
Ｂ

　

・
準
優
勝　

乙
仲
原
東
Jr
ソ
フ

　

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

Ａ

　

・
三
位　

江
辻
Jr
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
Ｄ
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楽しく
健康づくり
楽しく
健康づくり

仲
原
剣
友
会
３
位
入
賞

　

10
月
16
日（
日
）、
第
28
回
岩
崎
神
社
奉
納
少

年
剣
道
大
会（
志
免
町
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

糟
屋
郡
、
古
賀
市
の
小
中
学
校
か
ら
82
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
小
学
校
男
子
の
部
・
女
子
の
部
、

中
学
校
男
子
の
部
・
女
子
の
部
の
４
部
門
で
日

頃
鍛
錬
し
て
い
る
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
男
子
の
部
で
仲
原
剣
友
会
は
３
回
戦

を
突
破
し
、
準
決
勝
で
惨
敗
し
ま
し
た
が
、
第

３
位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
自
分
の
全
力
を
出
し
切
れ
な
か

っ
た
部
員
た
ち
は
、
次
の
大
会
で
の
雪
辱
を
誓

い
、
翌
日
か
ら
猛
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

少
年
剣
士
た
ち
の
元
気
な
気
合
い
が
神
社
境

内
に
響
き
渡
っ
た
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
一
日
で

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
原
剣
友
会

運動大会
　11月13日（日）に歩け歩け運動大会が開催
されました。約100人の参加者が楽しく駕与
丁公園を一周（約4km）歩きました。またス
タートしてすぐに、駕与八幡宮にて駕与丁の
歴史紹介もあり、その歴史を知った後にこの
公園を歩くと、普段と違った景色を感じるこ
とができました。歩き終わるとみなさんすが
すがしい笑顔で、とても気持ちのよい運動と
なりました。寒い季節だからこそ楽しく運動
をして、健康づくりをしていきたいですね。

～柚須区から歩いて目指せ！鹿児島へ　九州新幹線ルートを歩こう～～柚須区から歩いて目指せ！鹿児島へ　九州新幹線ルートを歩こう～

　健康かすや21モデル地区の取り組みとして、柚須区の皆さんに、「九州新幹線ルートを歩こう！」のウォー
キングマップを用いて、毎日の歩数を記録するチャレンジをしていただきました。柚須から新幹線ルートを
歩いて、鹿児島中央駅まで43万歩、距離にして263ｋｍのコースです。7月に36名で開始し、10月25日
に19名の方の達成者表彰を行いました。
　歩数を記録した方からは、「意識して歩くように
なった」、「体重が減った」、「善玉コレステロールが
増えた」、など身体に良い変化があった方もいらっ
しゃいました。
　柚須区では、現在もチャレンジを継続中です。

 健康かすや21運動チーム目標
　 「運動を週1回以上している町民をふやす」

●問合せ　健康センター (健康づくり課）
　　　　　☎938-0258 ▲柚須区のみなさん　19名の方が完歩を達成されました
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いつく

かすや子どもの日かすや子どもの日

　昨年の11月12日（土）、「第４回かすやこどもの日わっしょいフェスタ」
がサンレイクかすやで開催されました。
　午前の式典では、交通安全ボランティア感謝状授与や花火スケッチ画表
彰状授与のほか、音楽・歌・絵を融合させたアートムジカによる公演が行
われました。
　午後のステージでは、オーケストラ演奏や紙芝居、合気道演武、ダンス、
保育園児による和太鼓など、子どもや大人の楽しく生き生きとした発表が
行われました。
　室内では、影絵劇や、高校生・子育て応援団・保育所などが企画、運営
した遊びのコーナーが設けられ、子どもたちはいろいろな遊びを体験して
いました。ほかにも、おもちゃのリサイクルバザー「かえっこバザール」や、

赤ちゃんのハイハイレースが行われ
たりと、館内には元気な声が響いて
いました。
　屋外では、パトカー・白バイの展
示やホークス野球教室、ランチコー
ナー、プレーパークなどが行われ、
たくさんの人でにぎわいました。
　館内のロビーには、町内の幼稚
園・保育所・届出保育施設、病児保
育ルームなどが作成した笑顔のポス
ターや放課後児童クラブが作成した
“将来の夢”を描いた旗が展示され、
会場は子どもたちの笑顔で包まれて
いました。

を開催

「かすや子どもの日」（毎年11月第２土曜日）
　“子どもの笑顔はかすやの未来　大人も子どもも元気になろう”をスローガンとし、日々成長する
児童の健全育成のため、「子どもが持っている生きる力を地域で育むこと」「子どもを慈しみ、育む輪
をみんなで広げること」を目的として制定されたものです。
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ファミリー・サポート講習会日程 （都合により日程・内容の変更があります）

●講習会の申込み・問合せ先

 　粕屋町ファミリー・サポート・センター事務局（子ども未来課） ☎938－0214
　※託児が必要な方は、お申し込みの際にご相談ください。

　粕屋町ファミリー・サポート・センターは地域において子育ての手助けをして欲しい人

（おねがい会員）、子育てのお手伝いをしたい人（まかせて会員）が、育児の相互援助活動を

行う会員組織です。

日　　時

1月28日（土）
10：00～12：00

2月2日（木）
10：00～12：00

2月7日（火）
10：00～12：00

2月14日（火）
10：00～12：00

2月18日（土）
13：00～16：00
おねがい・まかせて共通

講　習　内　容

粕屋町
健康
センター

講　　師

家庭相談士
山口紀美代先生

住民福祉部健康づくり課
保健師

日本赤十字社
福岡県支部

粕屋町立保育所
保育士

山口紀美代先生
子育て応援団
子ども未来課

場　所

子どもの心と体の発達
子どもの安全

日赤幼児安全法

子どもの遊び

ファミサポ仲間の誕生です
ファミリー・サポートについて
交流会（14：00～16：00）

地域と共に子育て

回

３

４

５

１

２

※まかせて会員及びどっちも会員をご希望の方は、５回すべて受講してください。
※おねがい会員のみの方は、全講習会のうち１回～２回と交流会を受講してください。

　平成23年度7月までの会員数は、おねがい会員：258名、まかせて会員：38名、どっちも

会員（おねがい会員・まかせて会員を兼ねる人）：70名です。    

　発足5年目を迎え、会員相互の温かな思いに包まれながら、支援活動の輪がますます広がっ

ています。

＊子どもの笑顔が大好きな方や、託児に興味がある方は受講してみませんか。

　講習会はどの回も楽しく、子育て支援に役立つ内容になっていますので、ぜひご参加ください。

○歯の治療や美容室に行きたいけど・・・    

○仕事の都合で保育所や学童保育の送迎時間に間に合わない・・・

○最近少し育児に疲れ気味、リフレッシュタイムが欲しいな・・・　など

こんな場合にファミリー・サポート・センターを利用できます。こんな場合にファミリー・サポート・センターを利用できます。

受講ご希望の方は、1月6日（金）～1月20日（金）までに事務局へお申し込み
ください。（定員に余裕があれば、締切後でもお申し込みいただけます）
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年 金年 金

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
１

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
な
ど
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど

か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同

様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証

明
書（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

申
告
の
手
続
の
際
は
、
必
ず
こ
の

証
明
書
や
領
収
証
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

に
記
載
さ
れ
た
お
問
い
合
わ
せ
先
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ　年金ダイヤル ☎0570（05）1165または東福岡年金事務所 ☎（651）7129
　　　　　　　粕屋町総合窓口課 ☎（938）0215
　　　　　　　控除証明書専用ダイヤル ☎0570（070）117

退職予定の皆さまへ 保険料の申請免除の手続には
　　　　　　次の書類が必要です。
保険料の申請免除の手続には
　　　　　　次の書類が必要です。
●年金手帳、又は基礎年金番号通知書
●認印
●雇用保険受給資格者証、又は雇用保険被保
　険者離職票
※「所得証明書」が別途必要となる場合があります。

※連帯納付義務者である世帯主や配偶者

の所得額が一定以上の場合は、保険料

の申請免除が受けられない場合もあり

ます。

　失業を理由とする国民年金保険料

の免除制度があります。退職後、失

業のため国民年金保険料の納付が困

難な方には保険料の申請免除の制度

が設けられています。（失業の理由

は問いません）

　保険料の免除は、粕屋町総合窓口課でも申

請を行うことができますので、国民年金の加

入手続の際に併せてご相談ください。

　保険料の免除・納付猶予・納付特例を受けた期間の保険料を追納す
る場合、10年前までさかのぼって保険料を納めることができます。た
だし、３年目以降から当時の保険料額に（経過期間に応じた）加算額が
上乗せされます。追納すると、年金額は通常納付した場合と同じにな
ります。
　未納期間については、２年前までさかのぼって保険料を納められます。

追納しましょう追納しましょう

国民年金保険料は、年末調整や
確定申告の際に社会保険料控除
として申告することができます。
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相 談 窓 口 一 覧

A.こころの
　 悩み相談

福岡いのちの電話

ふくおか自殺予防ホットライン

福岡県精神保健福祉センター

粕屋保健福祉事務所

粕屋町介護福祉課

092-741-4343

092-592-0783

092-582-7500

092-939-1185

092-938-0229

24時間

月～金曜　9:00～24:00

月～金曜　8:30～17:15

月～金曜　8:30～17:15

月～金曜　8:30～17:00

C.労働に関
　 する相談

福岡県福岡労働者支援事務所 092-735-6149
月～金曜　8:30～17:15
（水曜のみ20時まで）

D.高齢者の
　 悩み相談

高齢者の一般・福祉相談（よろず相談）

粕屋町地域包括支援センター

092-584-3344

092-938-0229

火～日曜　9:00～16:00

月～金曜　8:30～17:00

E.女性の
　 悩み相談

あすばる総合相談
　

女性の人権ホットライン

福岡県女性相談所

かすや地区女性ホットライン

092-584-1266
　

0570-070-810

092-711-9874

092-401-5353

火～日曜　9:30～16:00
（金曜のみ18:00～20:30 も開設）

月～金曜　8:30～17:15

月～金曜　9:00～17:15

毎日　　 10:00～17:00
（木曜のみ～19:00）

B.多重債務
　 を含む
　 借金問題

福岡県消費生活センター

法テラス（日本司法支援センター）

天神弁護士センター

電話多重債務相談

092-632-0999

0570-078-374

092-741-3208

092-721-6778

月～金曜　9:00～16:30
日曜　　 10:00～16:00

月～金曜　9:00～21:00
日曜　　　9:00～17:00

月～金曜　9:00～19:00
土・日・祝　9:00～13:00

土曜　　 10:00～13:00

●問合せ　粕屋町介護福祉課障害者福祉係　☎938-0229　FAX:938-9522

こころの病気は
　　　誰でもかかりうる病気です
こころの病気は
　　　誰でもかかりうる病気です

こころの病気は自分には無関係と思っていませんか。
２週間以上続く不眠は「うつ」のサインの可能性があります。
うつ病は決して特別な病気ではなく誰もがかかる可能性がある病気です。

相談してみませんか！相談してみませんか！

誰かに話して
みませんか
誰かに話して
みませんか

悩みや悲しみを一人で抱えていると苦しくなってしまいます。

つらいこと悩んでいることを話してみませんか。

もうがんばるのはやめましょう。

「こころの病気」「経済面」「生活面」

「仕事のこと」など様々な相談先があります。

ひとりで抱えず相談しましょう


